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川上ダム建設事業実施計画
現計画

川上ダム建設事業に関する事業実施計画 第3回変更（H27 3 31認可）：川上ダム建設事業に関する事業実施計画 第3回変更（H27.3.31認可）

○場所 ： 淀川水系前深瀬川
左岸 三重県伊賀市青山羽根地先
右岸 三重県伊賀市阿保地先

○目的 ： 洪水調節
流水の正常な機能の維持
（既設ダムの堆砂除去のための

川上ダム貯水池容量配分図

洪水時最高水位：ＥＬ．２７６．９ｍ

堤頂：ＥＬ．２８２．０ｍ

洪水調節容量
１４ ４００千ｍ

３

（既設ダムの堆砂除去のための
代替補給を含む）

水道用水の確保（三重県伊賀市）

○ 総事業費： 約1 180億円（平成26年価格） １４，４００千ｍ

平常時最高貯水位：ＥＬ．２６２．０ｍ

洪水貯留準備水位：ＥＬ．２６０．７ｍ

洪水期利水容量 非洪水期利水容量

○ 総事業費： 約1,180億円（平成26年価格）
※事業縮小に係る水道等撤退負担金

概ね10億円を含む

○工期 ： 平成34年度まで
堤高
８４ｍ

洪水期利水容量
１４，８００千ｍ３

流水の正常な機能の維持
１１，３００千ｍ

３

流水の正常な機能の維持
３，０００千ｍ

３

既設ダムの堆砂除去

３
１

，
０

０
０

千
ｍ

３

非洪水期利水容量
１５，７００千ｍ

３

流水の正常な機能の維持
１３，４００千ｍ

３

流水の正常な機能の維持
５，１００千ｍ

３

既設ダムの堆砂除去

○堤体諸元等：
型式 重力式コンクリートダム
堤高 84m（堤頂標高EL.282.0m）
堤頂長 334 既設ダムの堆砂除去

のための代替補給
８，３００千ｍ

３

水道用水
３，５００千ｍ

３

最低水位：ＥＬ．２２７．３ｍ

総
貯

水
容

量

既設ダムの堆砂除去
のための代替補給

８，３００千ｍ
３

水道用水
２，３００千ｍ

３

堤頂長 334m
集水面積 54.7km2

湛水面積 1.04km2

総貯水容量 31,000,000m3

洪水時最高水位 EL 276 9m
堆砂容量
１，８００千ｍ

３

基礎地盤：ＥＬ．１９８．０ｍ

洪水時最高水位 EL.276.9m
平常時最高貯水位 EL.262.0m 
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平成２９年度 事業実施概要

実施内容 ダム本体 事及び 事用道路 付替県道 事 関連 事の調査 測量実施内容：ダム本体工事及び工事用道路、付替県道工事、関連工事の調査・測量

設計、環境保全対策、水理水文調査等を実施する予定

平成２９年度 川上ダム建設事業概要図平成２９年度 川上ダム建設事業概要図

2



供用開始区間

川上ダム建設事業の状況

付替県道青山美杉線
（現在道路管理者に

付替県道青美線北野トンネル（H.24.5完了）

供用開始区間

概成区間

（現在道路管理者に
より通行止め）

付替県道青美線 猫また大橋（H25.12完了）

前深瀬川
付替県道松阪青山線

川上川
西之沢橋

仮排水路トンネル
（H.23.1完了）

川上ダム
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川上ダムサイト付近 進捗状況

場内工事用道路工事

ダムサイト
（川上ダム予定地）

仮排水路トンネル
（呑口）

阿保発電所
（呑口）

西之沢橋

ダムサイトダ サイ
右岸落石対策工事

ネットで覆っています

法面保護

ネットで覆っています

法面保護

法面保護

ダム本体工事の際、斜面の下にある道路を通行するため地
表に見えている大きな岩が落ちないように対策します

ダム本体工事には大型の建設機械が必要となります。
これらの建設機械が通る道を作ります
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川上ダム付替県道工事 進捗状況

松阪青山線（要石大橋）
（平成20年11月17日 全線供用開始）

平成29年3月末時点

青山美杉線は、全線で概成（一部区間す
でに完成）し、平成29年冬前に供用開始

松阪青山線（要石大橋）

青山美杉線

平成29年3月末時点

青山美杉線
（現在通行止め） 青山美杉線

平成25年12月 完了

青山美杉線（北野トンネル）

（平成24年5月完了)

青山美杉線（猫また大橋）
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右岸鞍部周辺の地下水位について
～H28年度湧水調査結果の報告～H28年度湧水調査結果の報告
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桐ケ丘団地と川上ダム貯水池

７丁目
８丁目

４丁目

５丁目
６丁目 調査範囲

沢

３丁目 右岸鞍部

１丁目 ２丁目

川上ダム

撮影 平成２０年３月２２日 7



右岸鞍部の特徴

・地質が強固な岩盤

・地下水位が高い

右岸鞍部周辺の既往調査右岸鞍部周辺の既往調査

沢

●

湧水調査

ＡＡ

ＡＡ

ＢＢ

ＢＢ

●

地下水位が高い
・沢の湧水が多い

沢

ダム完成後に水を貯めても地下水観測孔
４丁目 ダム完成後に水を貯めても、

その水が桐ヶ丘団地側に流れ
込むことはない。

B B断面

桐 丘団地 貯水池

B-B断面

想定地下水流動層

確認水位E.L.283.5m

桐ヶ丘団地 貯水池

洪水時最高水位 EL.276.9m

平常時最高貯水位 EL.262.0m

A-A断面A-A断面

想定地下水流動層

洪水時最高水位 EL.276.9m

平常時最高貯水位 EL.262.0m

桐ヶ丘団地 貯水池

沢からの湧水調査 を継続して実施し、地下水位の状況を確認しています。 8

平常時最高貯水位 EL.262.0m

確認水位E.L.279.7m



G-1写真 C-1写真D-1写真 B-1写真

平成２８年度 沢部の湧水調査の結果について
 凡例 

No.8

C 2

C-1

D-1G-1G 沢

D 沢

 
   流量測定箇所（No.1～No.8、 
   右図の三角堰により測定） 
 
   湧水流量測定箇所（A-1、B-1 

流量測定箇所

(三角堰により測定)

湧水測定箇所

(容器法により測定)

B-3

B-1

C-2G-2

G-3 C 沢桐

   等、右図の容器法により測定） 
 
   ボーリング孔の水位測定箇所 
   （B-1 孔、DBR-3 孔等） 
 

沢の流路方向

(容器法により測定)

No.4 No.6No.7
No.5

B 3
B-2

E 1
G-4

B 沢
ヶ

丘

団

  沢の流路方向

 
   湿地 

No.3

E-1
F-1地

A-A断
面

B-1
340

350

C-1

B 1 湧水調査標高
（凡例）湧水調査地点標高イメージ

（桐ヶ丘団地 ダム水位との比較）

A-A断面
B-1

N 1

No.2 B-2 孔

DBR-3 孔

A

面

G-1

C-1

300

310

320

330

標
高

（
E
L
.m

)

B-1

G-1

湧水調査標高
（代表地点のみ）

付替県道
松阪青山線

（桐ヶ丘団地、ダム水位との比較）

B-1孔
G-1

D-1
C-1

No.1

A-1
A 沢

B-1 孔

DBR 3 孔

A
250

260

270

280

290標
洪水時最高水位EL.276.9m

桐ヶ丘団地

平常時最高貯水位EL.262.0m

山頂に近い付近まで湧水が確認されました。

250
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Ｂ沢 Ｄ沢

Ｃ沢 Ｇ沢

H29.02.03 （直近に降雨が無い日）の湧水状況

Ｃ沢
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桐ケ丘地区自治会現地確認状況
(平成29年3月24日)(平成29年3月24日)

(a) 湧水の確認状況（No.3地点） （b)湧水量測定状況（C-2地点）
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平成平成２８年度２８年度の調査結果の調査結果

水位計の故障による欠測期間

完成後のダム貯水位に比べて
地下水位の方が高い

地下水位地下水位
洪水時最高水位 EL.276.9m

水位計の故障による欠測期間

地下水位の方が高い

平常時最高貯水位 EL.262.0m

湧水湧水

（Ｃ沢）（Ｃ沢）

年間を通して安定した湧水量

H29年H28年

◇ 年間を通して、完成後のダム貯水位に比べて地下水位が高いことを確
認しています。

◇ 各沢とも常時安定した湧水量を確認しています

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月
H29年H28年

3月

◇ 各沢とも常時安定した湧水量を確認しています。

降雨の有無に関わらず、右岸鞍部周辺では湧水が確認されていることから、
地下水位が高いまま維持されていると考えられます。 13



湧水調査実施の

お知らせについて

今年度も湧水等の調査
を実施します。

現地状況の確認と水量・
水温等の観測を行いま水温等 観測を行 ま
す。

桐ケ丘４丁目の皆様に桐ケ丘４丁目の皆様に
は事前にお知らせチラシ
を配布しています。
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ダム本体工事について
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川上ダム建設事業工程
○平成２９年度 川上ダム本体建設工事着手 ※写真は比奈知ダムの事例です度 建 着
○平成３４年度 川上ダム建設事業完成

付替道路 工事用道路 本体打設※

コンクリートでダム本
体を作ります

ダムに沈む道路の代わり
に新しい道路を作ります

工事に必要な道路を作ります

転流工※
管理設備※

転流工※

工事を行うため川の
流れをトンネル等に

ダムの管理に必要な
設備を設置します

流れをトンネル等に
より切り替えます

仮設備工※基礎掘削※ 試験湛水※仮設備工※基礎掘削※ 試験湛水※

完
成

丈夫な岩盤まで掘削します コンクリートなどを作る設備をつくります 水を貯めてダムの安全を確認します

成
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川上ダム本体建設工事概要図

桐ケ丘
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工事工程（案）

項　目 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度 平成34年度

工事用道路

    付替道路

　　工事用道路

　　転流工

　　仮設備

基礎掘削

　　本体打設

　　基礎掘削

　　管理設備

（注）工事工程は、工事の受注者の計画により、今後変更になる場合があります。

　　試験湛水
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○基礎掘削

主な工事内容
○基礎掘削

（作業日）
原則として平日及び土曜日に作業を実施します・原則として平日及び土曜日に作業を実施します。

（作業内容）
堅い岩が出てきたら 1日1回 毎回同じ時間帯に・堅い岩が出てきたら、1日1回、毎回同じ時間帯に
発破作業を行うことを想定しています。極力小規
模な発破作業を考えています。また、適宜散水を
行 粉じん 発生を抑えます 基礎掘削前行い、粉じんの発生を抑えます。

・発破作業時には、安全確保のため付替県道松阪青
山線と付替県道青山美杉線を10分間程度通行止め

基礎掘削前

山線と付替県道青山美杉線を10分間程度通行止め
にします。

阿保地区 青山羽根地区 桐ケ丘地区からは直接・阿保地区、青山羽根地区、桐ケ丘地区からは直接
見えない場所での作業となります。

基礎掘削後（注）写真は他ダムの事例であり、イメージを示しているものです。
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○本体打設

主な工事内容
○本体打設

（作業日）
・原則として平日及び土曜日に作業を実施します。原則として平日及び土曜日に作業を実施します。

・コンクリートの保護や次の打設準備などの作業は、休日も行うことがあり
ます。ます

（作業内容）
・作業中に発生する音は、コンク

リ トを運ぶ際に安全に作業を行リートを運ぶ際に安全に作業を行
うための合図（音楽等）程度です。
阿保地区、青山羽根地区、桐ケ丘
地区からは 直接見えない場所地区からは、直接見えない場所で
の作業です。

大きな振動が発生する作業はない・大きな振動が発生する作業はない
と考えています。

照明は必要に応じて使用しますが・照明は必要に応じて使用しますが、
作業現場を下向きに照らすことを
考えています。 （注）写真は他ダムの事例であり、イメージを示しているものです。 20



○仮設備運転

主な工事の作業日と生活環境への影響
○仮設備運転

（作業日）
原則とし 平日及び土曜日に・原則として平日及び土曜日に
作業を実施します。

設備点検や場内整備などの作・設備点検や場内整備などの作
業は、休日も行うことがあり
ます。

（作業内容）
・骨材をセメントと練り混ぜ、

ンクリ トを製造する等のコンクリートを製造する等の
作業をします。

阿保地区 青山羽根地区 桐・阿保地区、青山羽根地区、桐
ケ丘地区からは直接見えない
場所での作業です。 コンクリート製造設備

（注）写真は他ダムの事例であり、イメージを示しているものです。 21



○主な資機材と運搬機械

資機材の運搬計画
○主な資機材と運搬機械

・砕石、鉄筋、木材、セメント、重機などを10トン
積ダンプトラック、トレーラなどで運搬します。

○運搬の時期

平成30年頃から平成33年頃までが 主な運搬時期・平成30年頃から平成33年頃までが、主な運搬時期
と想定しています。

○運搬道路と資機材運搬車両の進入禁止○運搬道路と資機材運搬車両の進入禁止

・運搬には公道を使用します。また、阿保地区、青山羽根地区、桐ケ丘地区
の住宅地内の道路は資機材運搬に使用しませんの住宅地内の道路は資機材運搬に使用しません。

○運搬作業日

・原則として平日及び土曜日に運搬作業を実施します。

○交通安全対策○交通安全対策

・制限速度、交通ルール遵守を徹底します。必要な場所に交通誘導員を配置
し、安全を確保します。 （注）写真は他ダムの事例であり、イメージを示しているものです。 22



○工事期間中の環境 の配慮

本体工事における配慮

○工事期間中の環境への配慮

・施工範囲における適宜散水等による粉じん対策や、
事 域外 出 事 車 タイ 等 付着泥工事区域外へ出る工事用車両のタイヤ等の付着泥

を落とす等の対応に努めるよう促します。

発生した濁水は 濁水処理設備を通して きれい・発生した濁水は、濁水処理設備を通して、きれい
にしてから河川に流します。

・低騒音型、低振動型の機械
使用、発破時の適量火薬使
用による騒音、振動の低減用による騒音 振動の低減
に努めるよう促します。

・さらに発注時点において、「環境に配慮した施工方法に関する提案」を求
めていますめています。

（注）写真は他ダムの事例であり、イメージを示しているものです。 23



大気環境調査（騒音・振動、降下ばいじん量）の実施

調査場所

降
騒
音
・
振

降
下
ば
い
じ

川上ダム

振
動

じ
ん
量

※ 「騒音・振動調査」 と「降下ばいじん量調査」は同一場所で実施しています。
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○地元企業等への配慮

本体工事における配慮
○地元企業等への配慮

・三重県内業者の下請け努力規定を設定します。

・下請け業者への支払い状況の報告・公表をします。

・現場事務所設置や地元産品の消費に努めるよう促し
ますます。

○地元に親しまれるダムづくり

・機構及び施工業者によるダム現場の見学会を開催します。

・ダム周辺整備を地元と一緒に考えて
いく懇談会を設置します。

（注）写真は他ダムの事例であり、イメージを示しているものです。 25



川上ダム完成予想図
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